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11
月
19
～
20
日
の
東
京
豊

島
区
で
行
わ
れ
た
会
議
は
約
60

人
参
加
と
い
う
規
模
の
も
の
で
あ

っ
た
。 

「
戦
争
法
施
行
後
の
夏
の
参
院

選
で
野
党
共
闘
が
大
き
な
成
果

を
上
げ
た
一
方
、
改
憲
勢
力
が
衆

参
両
院
で
３
分
の
２
の
議
席
を
占

め
、
安
倍
内
閣
は
現
憲
法
下
に
お

い
て
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
青
森
の
部
隊

を
派
遣
し
、
殺
し
殺
さ
れ
る
こ
と

が
現
実
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
」

と
い
う
緊
迫
し
た
情
勢
報
告
か
ら

会
は
始
ま
り
、
と
り
わ
け
日
中
両

国
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら

れ
た
。 

「
世
界
第
２
位
の
大
国
」
と
し
て

存
在
感
を
示
す
中
国
は
、
Ｇ
20
の

開
催
国
、
温
暖
化
阻
止
の
た
め
の

パ
リ
協
定
を
率
先
し
て
批
准
す
る

な
ど
、
地
球
・
人
類
的
な
課
題
で

前
進
的
な
役
割
を
果
た
す
一
方

で
、
核
兵
器
廃
絶
問
題
で
は
、
日

本
政
府
の
「
反
対
」
よ
り
ま
し
と
は

言
え
、
国
連
決
議
に
「
棄
権
」
と
い

う
態
度
だ
っ
た
。 

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が
煽
る
「
反
中

感
情
」
が
９
割
を
超
え
て
悪
化
、

１
国
２
制
度
を
50
年
は
継
続

す
る
と
確
約
し
た
香
港
で
も
、
中

国
側
政
府
と
の
乖
離
の
問
題
が
あ

る
。
１
国
２
制
度
と
香
港
で
の
民

主
的
環
境
の
維
持
が
危
惧
さ
れ

る
状
況
で
あ
る
。 

65
回
大
会
後
の
活
動
で
は
、
不

再
戦
平
和
活
動
、
中
国
平
和
の

旅
、
中
国
帰
国
者
問
題
に
つ
い

て
、
中
国
百
科
検
定
、
文
化
活

動
、
友
好
交
流
活
動
、
日
中
友
好

新
聞
、
研
究
中
国
、
ニ
ュ
ー
ス
、
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
、
１
０
０
０
人
純
増
の

実
現
へ
「
仲
間
づ
く
り
」
活
動
な
ど

の
分
野
で
の
活
発
な
討
論
交
流
が

な
さ
れ
た
。 

各
地
の
と
り
く
み
を
参
考
に
、

私
は
「
岡
山
の
百
科
検
定
受
験
者

20
人
目
標
は
、
可
能
に
思
え
て
き

た
、
中
央
か
ら
の
要
請
の
30
人
確

保
に
向
け
が
ん
ば
り
た
い
」
と
発

言
し
た
。 

 

会
員
で
、
岡
山
き
り
え
の
会
代
表

で
す
。
毎
年
、
岡
山
天
神
山
プ
ラ

ザ
で
「
岡
山
き
り
え
展
」
を
、
横
谷

さ
ん
、
三
宅
さ
ん
ら
と
一
緒
に
開

催
し
て
い
ま
す
。 

私
は
、
き
り
え
は
日
中
友
好
の

心
情
を
育
む
文
化
活
動
の
一
つ
で

大
切
で
あ
る
と
、
毎
年
参
観
し
て

い
ま
す
。 

今
回
は
、
芳
田
公
民
館
の
玄
関

で
先
生
の
作
品
と
き
り
え
教
室
の

案
内
を
見
て
、
ぜ
ひ
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
お
願
い
し
実
現
し
ま

し
た
。 

年
賀
状
づ
く
り
を
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

２
時
間
半
が
短
く
感
じ
る
ほ

ど
、
み
ん
な
真
剣
に
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
で
色
和
紙
を
切
り
集
中
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。 

私
は
不
器
用
な
の
で
鳥
の
絵
は

難
し
く
て
失
敗
し
、
賀
正
の
字
と

羽
子
板
の
羽
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
中
国
帰
国
者
の
受
講
生

は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
作
っ
た
こ

と
が
あ
る
ら
し
く
、
鳥
の
羽
毛
な

ど
大
変
上
手
に
で
き
上
が
っ
て
い

て
感
心
し
ま
し
た
。 

最
後
に
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を

手
に
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。 

沢
東
、
鄧
小
平
、
江
沢
民
の
各
氏

に
続
き
「
核
心
」
の
指
導
者
と
定

め
た
。
「
文
革
」
か
ら
50
年
、
「
文

革
」
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
て

い
る
中
国
、
今
後
の
動
向
が
注
目

さ
れ
る
。 

台
湾
の
民
進
党
政
権
は
、
国
民

党
と
は
異
な
り
、
「
92
年
合
意
（
コ

ン
セ
ン
サ
ス
）
」
に
は
縛
ら
れ
な
い
と

し
て
、
中
国
と
台
湾
は
不
可
分
の

関
係
と
す
る
「
一
つ
の
中
国
」
の
立

場
を
と
っ
て
い
な
い
。
選
挙
に
よ
る

住
民
の
意
思
で
で
き
た
現
政
権
へ

の
、
中
国
の
対
応
が
注
目
さ
れ

る
。 

１１
月
２２
日
（
火
）
、
１４
時
か
ら

１６

時

３０

分
ま
で
芳
田
公
民
館

で
、
日
本
語
学
習
講
座
の
受
講
生

５
人
と
講
師
２
人
の
計
７
人
を
対

象
に
、
き
り
え
教
室
が
開
か
れ
ま

し
た
。
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は

竹
内
宜
子
先
生
で
す
。 

今
年
の
４
月
に
開
催
さ
れ
た
、

日
本
中
国
友
好
協
会
主
催
の
第

４８

回
全
国
き
り
え
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
先
生
の
作
品
「
場
所
ＸⅦ

」

が
、
優
秀
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

先
生
は
、
日
本
き
り
え
協
会
の

中
国
側
で
も
「
反
日
感
情
」
は
４

分
の
３
を
占
め
て
は
い
る
も
の
の
こ

ち
ら
は
４
年
連
続
で
減
少
し
、
依

然
と
し
て
、
双
方
が
相
手
国
を
重

要
な
国
と
み
て
い
る
こ
と
は
変
わ

ら
ず
、
事
態
を
冷
静
に
見
な
が

ら
、
相
手
国
へ
の
理
解
を
深
め
る

努
力
の
必
要
が
あ
る
。 

外
交
で
は
南
シ
ナ
海
問
題
や
、

内
政
で
も
幹
部
ら
の
汚
職
・
腐
敗

な
ど
大
問
題
を
か
か
え
る
中
で

の
、
10
月
に
行
わ
れ
た
中
国
共
産

党
の
第
18
期
６
中
全
会
に
お
い

て
、
習
近
平
氏
を
「
党
中
央
の
核

心
と
す
る
」
こ
と
を
決
定
し
、
毛

65
大
会
期
・第
１
回
理
事
会
に
参
加
し
て 

―
中
国
百
科
検
定
受
験
者
岡
山
会
場
30
人
を
目
指
し
ま
す 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１２
月
１２
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

今岡 

小林 

河井 

真田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

 

門
の
売
店
に
詳
し
い
解
説
書
が
置

い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
徐
晟

さ
ん
の
執
筆
に
よ
る
も
の
だ
そ
う

で
、
中
国
の
歴
史
に
対
す
る
博
学

ぶ
り
に
も
感
心
し
ま
し
た
。  

私
に
と
っ
て
今
回
の
旅
で
手
に

入
れ
た
最
も
大
き
な
も
の
は
徐
晟

さ
ん
と
の
出
会
い
だ
と
思
い
ま

す
。
今
回
は
関
林(

関
羽
の
墓)

に

は
残
念
な
が
ら
い
け
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
近
い
う
ち
に
徐
晟
さ
ん
と

一
緒
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

倉
敷
支
部
理
事 

犬
飼 

繁 

 

開
封
、
洛
陽
と
巡
り
ま
し
た
。

こ
の
一
帯
は
河
南
省
と
い
い
黄
河

の
流
域
で
す
。
黄
河
の
洪
水
に
よ

る
災
害
は
古
代
か
ら
な
や
ま
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
１６
日
に
は
ホ

バ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
黄
河
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
に
行
き
ま
し
た
。
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ

ト
は
洪
水
災
害
時
の
住
民
救
出
の

た
め
に
軍
隊
が
持
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
今
は
観
光
用
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
製
造
は
国
産

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
、
初
期
に

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
技
術
を
導
入
し

て
い
た
そ
う
で
す
。 

洛
陽
で
は
白
馬
寺
、
龍
門
石
窟

を
見
学
し
ま
し
た
、
次
に
少
林
寺

拳
法
で
有
名
な
少
林
寺
に
行
き
、

お
寺
の
見
学
と
少
林
寺
拳
法
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
ま
し

た
。
お
寺
に
は
日
本
に
少
林
寺
拳

法
を
普
及
し
た
宗
道
臣
の
碑
が
あ

り
ま
し
た
。
少
林
寺
武
道
学
校
で

は
職
員
、
教
師
、
生
徒
で
３
万
数

千
人
が
技
の
習
得
に
は
げ
ん
で
い

ま
し
た
。
１８
日
に
は
中
国
で
最
大

ら
れ
て
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
「W

here
 

d
o
 

you
 

co
m

e 
from

 

？
」
と
や
さ
し
い
英

語
で
訊
い
て
く
れ
た
の
で
「
リ
ー
ベ

ン
（
日
本
）
」
と
中
国
語
で
答
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
少
女
た
ち

は
う
れ
し
い
よ
う
な
、
驚
い
た
よ

う
な
反
応
で
し
た
。
そ
の
後
「Ni 

shi 
xu

esh
en

g 
m

a 
?

」
「du

i

。
」
と

簡
単
な
中
国
語
の
会
話
が
で
き
ま

し
た
。
夜
は
参
加
し
た
14
人
と
日

本
か
ら
の
添
乗
員
の
広
本
さ
ん
、

現
地
の
旅
行
の
す
べ
て
を
手
配
し

て
く
れ
た
徐
晟
さ
ん
16
人
が
一
つ

の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
懇
親
会
で

す
。
徐
晟
さ
ん
は
今
回
の
洛
陽
市

要
人
と
の
懇
親
会
を
セ
ッ
ト
し
て

く
れ
る
な
ど
行
き
届
い
た
心
配
り

に
本
当
に
感
謝
で
す
。
ま
た
、
龍

崇
陽
主
任
、
同
于
愛
紅
事
務
局

長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

洛
陽
市
と
岡
山
市
が
友
好
都
市

縁
組
を
し
て
ち
ょ
う
ど
35
周
年

に
あ
た
り
ま
す
。
大
森
岡
山
市
長

か
ら
の
親
書
を
手
渡
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
友
好
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
４
日
目
は
洛
陽

市
内
観
光
で
す
。
ま
ず
中
国
最
初

の
仏
寺
で
あ
る
白
馬
寺
へ
。
現
在

白
馬
寺
の
隣
の
敷
地
に
イ
ン
ド
の

サ
ー
ン
チ
ー
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
や
タ

イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
仏
塔
な
ど
が
建

て
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
ア
ジ
ア
各

国
の
仏
教
遺
跡
を
建
て
る
計
画
が

あ
る
そ
う
で
す
。
午
後
か
ら
は
洛

陽
博
物
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
中

国
最
大
級
と
言
わ
れ
る
巨
大
な

博
物
館
で
す
。
中
国
で
は
二
里
頭

遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
り
夏
王

朝
が
中
国
最
古
の
王
朝
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
博
物
館
見
学
中
に
２
人

の
中
国
人
少
女
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
、
最
初
は
中
国
語
で
話
し
か
け

ょ
う
ど
10
月
半
ば
か
ら
11
月
半

ば
ま
で
菊
祭
り
が
行
わ
れ
て
お

り
、
市
内
各
地
で
見
事
な
菊
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
北

宋
の
宮
殿
は
黄
河
の
氾
濫
に
よ
っ

て
地
下
に
埋
ま
り
、
さ
ら
に
そ
の

上
に
氾
濫
に
よ
っ
て
水
が
た
ま

り
、
現
在
は
湖
の
底
に
沈
ん
で
い

る
と
聞
い
て
大
変
驚
き
ま
し
た
。  

昼
食
後
登
封
へ
移
動
す
る
途

中
、
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
黄
河
を

遊
覧
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
黄
河

は
渇
水
期
で
水
量
が
少
な
く
、
中

州
に
降
り
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
３
日
目
、
登
封
市
の
ホ
テ
ル
を

出
発
し
て
禅
宗
総
本
山
少
林
寺

参
拝
で
す
。
１
９
２
０
年
代
、
国
民

党
と
軍
閥
の
争
い
で
少
林
寺
の
建

物
の
多
く
は
消
失
し
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
武
術
学
校
を
見
学

し
、
ま
だ
中
学
生
か
高
校
生
と
思

し
き
少
年
た
ち
の
拳
法
実
演
を
鑑

賞
し
ま
し
た
が
、
す
ご
い
迫
力
で

し
た
。
濃
い
霧
の
た
め
、
嵩
山
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念

で
し
た
。
午
後
か
ら
洛
陽
に
移
動

し
、
龍
門
石
窟
の
見
学
で
す
。
時

間
の
関
係
で
ゆ
っ
く
り
見
て
周
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
則

天
武
后
が
開
削
し
た
廬
舎
那
仏

の
前
で
み
ん
な
揃
っ
て
記
念
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。 

夜
は
洛
陽
市
の
方
々
と
懇
親

会
で
す
。
会
に
は
洛
陽
市
人
民
対

外
友
好
協
会
の
蔡
志
副
主
任
、
洛

陽
市
国
際
友
好
交
流
中
心
の
蔣

11

月

15

日
（
火
）
～

19

日

（
土
）
ま
で
、
日
中
友
好
協
会
倉
敷

支
部
12
人
と
岡
山
支
部
２
人
の

計

１４
人
が
中
国
の
開
封
市
・
登

封
市
・
洛
陽
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。
岡
山
空
港
か
ら
上
海
浦
東
空

港
へ
、
上
海
市
内
を
バ
ス
で
移
動
し

て
虹
橋
空
港
へ
、
国
内
線
で
河
南

省
の
省
都
鄭
州
へ
、
そ
の
後
初
日

の
宿
泊
地
の
開
封
へ
バ
ス
で
移
動
、

１
日
目
は
移
動
で
終
わ
り
ま
し

た
。
２
日
目
、
開
封
市
内
観
光
は

鉄
塔
・
相
国
寺
・
龍
亭
へ
。 

最
初
の
計
画
で
は
開
封
訪
問
は

予
定
に
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
の

要
望
で
北
宋
の
首
都
開
封
へ
の
訪

問
が
決
ま
り
ま
し
た
。
開
封
は
ち

級
の
洛
陽
博
物
館
に
行
き
ま
し

た
。
非
常
に
大
き
な
建
物
で
展
示

し
て
い
る
も
の
も
多
く
、
全
部
見

る
に
は
一
日
で
も
無
理
な
よ
う
で

す
。
中
国
で
は
埋
も
れ
て
い
る
た

く
さ
ん
の
遺
跡
を
広
大
な
遺
跡

公
園
と
し
て
保
護
し
、
予
算
が
つ

き
次
第
掘
り
出
す
そ
う
で
す
。 

１７
日
に
は
洛
陽
対
外
友
好
協
会

の
方
た
ち
と
岡
山
市
長
か
ら
の
親

書
と
吉
備
団
子
を
も
っ
て
会
食
、

交
流
を
し
ま
し
た
。 

２０
数
年
前
、
初
め
て
中
国
に

来
た
時
に
は
、
街
に
は
自
動
車
よ

り
も
自
転
車
が
多
く
、
自
動
車
は

け
た
た
ま
し
く
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴

ら
し
、
郊
外
の
ト
イ
レ
事
情
は
劣

悪
で
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
も
悪
か
っ
た

が
、
現
在
は
そ
れ
ら
が
改
善
さ
れ

近
代
化
が
進
ん
で
い
る
。
た
だ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
暖
房
を
石
炭
に
た
よ

り
、
年
間
販
売
台
数
が
２
０
０
０

万
台
を
超
え
る
自
動
車
か
ら
の
排

気
ガ
ス
に
よ
り
、
大
気
汚
染
は
す

さ
ま
じ
く
、
街
に
は
一
日
中
Ｐ
Ｍ

２.

５
を
含
ス
モ
ッ
グ
が
か
か
っ
て
い

る
。
経
済
成
長
と
同
時
に
こ
れ
ら

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
も
の
だ
。 

岡
山
支
部
理
事 

河
井
伸
士 

 

日
中
友
好
中
原
古
都
を
訪
ね
る
旅 

河
南
省
開
封
市
・登
封
市
・洛
陽
市
を
訪
問 


